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【資　料】

Ⅰ．はじめに
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19；Corona-
virus Disease 2019）は，2020年に世界各地で感染
が拡大した。日本では，第1波から7波が確認され，
感染拡大防止対策およびこれまで4回の緊急事態宣
言発出，2回のまん延防止等重点措置がとられた（厚
生労働省，2022a）。ワクチン接種については，日本
でも2021年2月以降，医療従事者等や，高齢者か
らワクチン接種が開始され，接種率（2022年10月
14日時点）は，3回接種完了者が65.6％となってい
る（首相官邸，2022）。しかし，いまだ完全な収束
には至っていない。
　新型コロナウイルス感染症の拡大は，乳幼児を養
育する保護者，保育者，乳幼児自身にも多大な影響
を及ぼした。なかでも感染防止のためのマスクの着
用は，日本において長期化している。マスクの着用
が日常となった今，目の前の他者の表情は覆い隠さ
れ，子どもたちは表情を経験する機会を急激に減
らしていることから，特に，脳発達の感受期にあ

る子どもたちの脳と心の発達になにかしらの影響
が生じるリスクの可能性が指摘されている（明和，
2021a）。
　また，麻生（2022）は，常時マスクを着用し，
人とソーシャルディスタンスをとる生活を余儀なく
されていることについて，このような人間同士の物
理的な隔たりが，子どもや親，家族の心のつながり
にどのような影響をもたらすのかについて疑問を呈
している。
　感染状況とマスクをめぐるこれまでの厚生労
働省の方針を図1に示した。世界保健機構（以下
WHO；World Health Organization）が2020年2月，
せきやくしゃみといった症状がない人は予防目的で
学校や駅，商業施設など公共の場でマスクを着用
する必要はないとした（東京新聞，2020）。しかし，
2020年6月5日には新型コロナウイルスの感染予防
のためのマスク着用について指針を改定し，感染が
拡大する地域で人と人との距離がとれないときに，
一般に広く着用するよう推奨した。そして，健康な
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人の着用を奨励していなかった姿勢を改めた（朝日
新聞，2020）。
　日本では，感染拡大当初から，外出時や屋内でも
会話をするとき，人との間隔が十分とれない場合は，
症状がなくてもマスクを着用することが推奨された
（厚生労働省，2020a）。2022年10月31日現在，屋
外では季節を問わず，マスクの着用は原則不要〔人
との距離（めやす2m）が保てず，会話をする場合
は着用を推奨〕，屋内では距離が確保でき，会話を
ほとんど行わない場合を除き，マスクの着用を推奨，
〔人との距離（めやす2m）が保てて，会話をほとん
ど行わない場合は着用の必要はない〕とされている
（厚生労働省，2022b）。
　一方，日本で「公共の場ではマスクを着用する」
と回答した人の割合は，2021年4月は89％，2022
年4月も87％と，前回レポートの期間（2020年12
月～ 2021年12月）と同様に，この1年間85％以
上の高い水準で横ばいとなっている（日本リサーチ
センター，2022）。欧米・欧州地域では2021年12月，
2022年1月頃から急激に減少し（日本リサーチセ
ンター，2022），現在ではさらに減少していると推
察される。日本でも，2022年10月に入り，世界と

歩調を合わせたルール化の検討をしていることが明
らかにされたが，具体的には提示されていない。
　しかし，長引く日本のマスク生活は，乳幼児の愛
着形成や発達に影響を及ぼす可能性が考えられる。
看護職は妊娠，分娩，産褥，育児期を通して，乳幼
児の愛着形成や発達に関わる重要な職種の一つであ
る。乳幼児への明らかな影響が起こってからでは遅
く，影響や対応策を明らかにすることは重要である。
　そこで，新型コロナウイルス感染症流行下におけ
る保護者や保育者のマスク着用による乳幼児への影
響と対応に着目し，文献検討により明らかにしたい
と考えた。これらについて現時点でどのように考え
られているのかを明らかにすることは，新型コロナ
ウイルス感染症と共存することが求められている社
会における，支援のあり方や今後のパンデミック時
の対応の基礎資料になると考える。

Ⅱ．研究目的
　新型コロナウイルス感染症流行下における保護者
や保育者のマスク着用による乳幼児への影響と対応
について文献検討により明らかにする。

図1 新型コロナウイルス感染症感染状況とマスク対応の推移
［厚生労働省（2022a），首相官邸（2022）をもとに作成］
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Ⅲ．研究方法
１．文献検索の方法

　日本と海外では，感染状況・対策が異なっている
ため，まずは国内文献を対象とした。医学中央雑
誌WEB版，CiNii，ハンドサーチにより新型コロ
ナウイルス感染症，マスク，発達をキーワードと
し，2020年から2022年に発表された文献（会議録
除く）を検索した（2022年9月30日検索）。その結
果，24件が該当した。その中で，タイトルおよび
抄録から，新型コロナウイルス感染症流行下におけ
る保護者や保育者のマスク着用による乳幼児への影
響と対応について記載された文献10件を抽出し分
析対象とした（図2）。
２．用語の定義

1）乳児：「生後1年未満の児」とした。
2）幼児：「満1歳から小学校就学までの児」とした。
3）マスク：「目から下の顔の一部を覆うもの」とした。
３．分析方法

　調査研究論文，解説論文に分け，調査研究はタ
イトル，著者，掲載誌，論文種類，内容〔①目的，
②方法（対象・調査時期・調査方法），③影響，④
対策と今後の課題〕，解説はタイトル，著者，掲載
誌，論文種類，内容（①影響，②対策と今後の課題），

についてマトリックス表を作成した。また，文献種
別では解説であったが，内容に調査研究を含む1件
は調査研究に含めた。影響については1）マスク着
用の実態への影響，2）愛着形成への影響，3）コミュ
ニケーション・共感性の発達への影響，4）咀嚼力
の発達への影響，5）言語発達への影響，対応につ
いては1）継続調査の必要性，2）具体的な対応に
分類し分析した。
４．倫理的配慮

　公開情報に基づく研究であり，著作権法の範囲内
で文献複写を行い，出所を明示した。

Ⅳ．結果
　分析した10件の概要について表1と表2に示した。
１．研究の動向

　調査研究論文の対象者は5件とも保育者であった。
保護者を対象とした調査はなかった。地域は，全国
2件，一部の地域3件であった。調査時期は2020年
5月～ 2021年3月で第3波，2回目の緊急事態宣言
が発令され，一般へのワクチン接種も開始される以
前であった。調査方法はWEBまたは紙による質問
紙調査，インタビュー調査であった。

図2　文献選定プロセス
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表1　調査研究
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２．マスクの影響

1）マスク着用の実態への影響
　9割以上の保育者が通常のマスクを着用していた。
いずれのクラスでも「保育中は常にマスクをしてい
る」が最多で6～ 7割程度だったが，「保育中，必
要に応じてマスク等をはずす」と回答した人も2～
4割程度みられた。マスクの種類は「通常のマスク
（口元が見えない）」が93.9％，「口元が見えるマス
クやマウスシールド」が0.2％であった。必要に応
じてマスク等をはずすと回答した377名は「子ども
に保育者が話す口の動きを見せたい時」は，いずれ
のクラスでも4～ 6割程度がマスク等をはずすこと
を選択していた。「子どもに保育者の表情を見せた
い時」もいずれのクラスも約4割程度あるいはそれ
以上がマスク等をはずすことを選択していたが，特

に2歳児クラスでは65.4％と最多であった（調査5）
（野澤他，2022）。
2）愛着形成への影響
　大人の顔の目の部分しか見えていないのは表情が
わかりにくく，子どもとの愛着関係や信頼関係へ
の懸念（調査4）（下里，2022），すべての保育士が，
同じようにマスクをしている保育環境では，乳児が，
愛着を結ぶべき担当の保育士を特定することが困難
であるため，愛着の絆が軽薄化しないための工夫や
対応が必要と考えていた（解説8）（澁井，2021）。
3）コミュニケーション・共感性の発達への影響
　保育者がマスクをした状態が日常的にかつ長期化
すると，様々な感情や情緒による表情の変化を認識
する体験を重ねることが難しく，表情から相手の感
情や情緒をくみ取る能力や，感情を共有する共感性
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表2　解説論文
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の発達に問題が生じることが懸念されていた（解説
8）（澁井，2021）。
　保育者のマスク着用における乳児の変化では，乳
児クラスにおいて「変化があると強く感じている」
「変化があると感じている」とした保育者は，65％
以上であった。乳児に限らず，「子どもの反応が乏
しくなった」と感じている保育者が63％おり，他
にも「話したり歌ったりすることが減った」「大人
しくなった」「人見知りしない」等の変化を感じて
いる保育者が多数いた（調査1）（七木田，2021）。
保育者は「0歳児は，入園当初から保育者がマスク
を着用していて，保育者の顔が認識できにくいので，
マスクをはずすとまず驚いた顔をしてしまう。泣き
出す子どももいる。保育者の細やかな表情の変化等
は伝わりにくい。乳児はこの2 年間，保育者のマス
ク姿しか知らない」と述べていた（調査4）（下里，
2022）。また，「子どもに伝えたいことが伝わって
いないと感じる時」は，0歳児・1歳児では低く，2
歳児以上で5～ 7割程度が選択していた。特に，3
歳児・4歳児・5歳児クラスでは最も多く選択されて
いた（調査5）（野澤他，2022）。
　さらに，保育者のマスク着用が長期化することに
ついて，保育者のマスク着用は，表情や口元がマス
クで隠れているので，子どもとのコミュニケーショ
ンに困難をきたしていることを報告していた（調査
4）（下里，2022）。
4）咀嚼力の発達への影響
　咀嚼や嚥下の発達が著しい離乳食期に，子どもの
食事中にマスクをはずす必要性を高く感じている
保育者がいることがうかがえた（調査5）（野澤他，
2022）。「食事」は咀嚼嚥下機能の発達および発音
とも関連するため，子どもの誤嚥や言葉の発達の遅
れといった問題が生じる可能性，を懸念していた（調
査1）（七木田，2021）。
　また，養育者がマスクをした状態で離乳食の介助
を行っても，「口の形や動きを見せることができな
いため，咀嚼能力の発達を促すことが困難となる状
況が生まれる可能性がある」と述べていた（解説8）
（澁井，2021）。

5）言語発達への影響
　「読み聞かせや歌といった活動」に関する記述に
は ,言葉を使い覚えることへの影響を懸念する報告
があった（調査1）（七木田，2021）。
　共通して調査対象とした複数施設があげているカ
テゴリーの一つに，マスクにより保育者の表情を子
どもに見せられない，があった。「マスクを使うよ
うになって，表情を隠すと問題点がわかった」「子
どもとのスキンシップを考えるとマスクをしている
と表情が伝わりにくいことと，言葉を覚えていく中
で，口元が見せられないのか困っている」などの語
りがあった（調査2）（横井，2021）。
　また，保育者のマスク着用の弊害は，保育者自
身の健康被害とともに，社会・言語的発達期にある
乳幼児にとって表情認知を難しくするのではない
か，聴覚的に知覚する音声と視覚的に知覚する口唇
部の運動・形態との認知的統合を阻害するのではな
いかという懸念が生じていた。後者の影響について
は，乳幼児発達の多くの専門家がメディア等で懸念
を表明しているものの，発達科学的な実証知見とし
て確認されているとは言えないと述べていた（調査
3）（及川，2022）。
　これから言葉を覚えていく乳児は，口の動きを見
て覚えるのでマスクをしていてはそれができない，
子どもが大人の口元を見ないことが，この先子ども
の発達に何か良くない影響がでるように感じている
ことを報告していた（調査4）（下里，2022）。
　マスクを通してでは，保育士の声や言葉は不明瞭
であり，また口の動きをマネしながら言語を獲得し
ていくことが困難となる可能性が生じると述べてい
た（解説8）（澁井，2021）。
　さらに，乳児院での発達への影響において，多く
の乳児院では，24時間職員が養育に当たっている
が，感染予防を徹底しないと，施設内でクラスター
が発生した場合，職員が誰一人養育に関わることが
できなくなってしまう。しかし，子どもは，この間
マスクをはずした大人を見る機会が奪われてしまっ
たため，乳児，言葉を覚え始めの誕生前後の乳児た
ちにとって，感染の予防と発達の保証をどうバラン
スをとっていくかを施設全体で判断していく必要が
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あると報告していた（解説6）（青木，2020）。
　マスクは口元が隠れることでコミュニケーション
の欠如がもたらされるなどのデメリットがあること
も確かである。その欠如を目による信号の伝達に
よってすぐ置き換えられるかというと，文化による
差や個人差もあるのでなかなか難しいことや（解説
7）（松村，2021），マスクの着用が日常となった今，
目の前の他者の表情は覆い隠され，子どもたちは表
情を経験する機会を急激に減らしている。特に，脳
発達の感受期にある子どもたちの脳と心の発達にな
にかしらの影響が生じるリスクがないとはいえない
状況にあることが懸念されていた（解説10）（明和，
2022a）。
３．対応

1）継続調査の必要性
　新型コロナウイルス感染症流行を抑える一方で，
乳幼児期の子どもの発達に与える影響については明
らかになっていないことから，継続調査が必要で
あると述べていた（調査1）（七木田，2021）。また，
感染症対策と理想の保育の間で葛藤する保育者の苦
悩も語られた。〈マスクにより保育者の表情を子ど
もに見せられない〉においてもこの葛藤は存在し，
危機管理上の最重要課題である子どもの安全確保と
理想とする保育の両立の難しさが，これら困りごと
を生み出していること，保育施設で長期的に，保育
者の口元がマスクなどで隠されたままであることが，
子どもにどのような影響を与えるのか，今後のさら
なる研究が期待されると述べていた（調査2）（横井，
2021）。
2）具体的な対応
（1）身体接触
　他者との身体接触を経験できる時空間を，子ども
たちに提供していくことの必要性が述べられていた
（解説10）（明和，2022a）。
（2）感情のやりとりの工夫
　乳幼児は周りの大人が応答的にかかわることでコ
ミュニケーションの楽しさを知り，大人や友達と思
いを共有する経験を積む時期である。そのため感情
のやり取りの工夫として保育者は，声に抑揚をつけ
たり，リアクションをオーバーにとったりするなど，

マスクをしていても子どもと感情のやり取りができ
るように工夫しながら関わることの重要性を述べて
いた（解説9）（西館，2022）。
（3）透明マスクの使用
　子どもが保育者の口元が見えること，マスクの種
類で，口元に空間ができる立体形状のマスクであれ
ば聞き取りやすいのではないかと述べていた（調査
4）（下里，2022）。少なくとも哺乳や離乳食の介助，
語りかけるときは，感染に配慮しながらもアクリル
板やフェイスマスクを活用し，保育士の表情を見せ
ること，またマスクをして保育にあたる場面では，
頻回に語りかける，肌のぬくもりや匂いが伝わるよ
うにしっかりと抱擁する，しっかりと目を見つめあ
うなど，乳児が深い安堵感と幸福感をえるための工
夫や対応が必要と述べていた。そして，家庭で過ご
す時間は，いつも以上に愛着を深めることができる
よう，母子間の双方向性の細やかで濃密な交流，発
達への影響を最小限とするための対応策の一つとし
て，透明フィルムを用いたマスク「見えるマスク」が，
将来を担う子どもたちのために，公費で無料配布さ
れることを期待していた（解説8）（澁井，2021）。
　透明素材のマスクを着用する子ども同士のやり取
りを支え，マスクで表情の一部が隠れることによ
りデメリットを最小限に抑えることが，この時期
において必要な対応と述べていた（解説9）（西舘，
2022）（解説10）（明和，2022a）。
（4） 家庭内での表情豊かなコミュニケーションの

必要性
　家庭内でも子どもたちに表情を見せるコミュニ
ケーションの機会を意識的，積極的に増やすことも
有効と述べていた（解説10）（明和，2022a）。

Ⅴ．考察
１．研究動向

　調査研究対象者は5件とも保育者であった。保育
所は，児童福祉法第39条の規定に基づき，保育を
必要とする子どもの保育を行い，その健全な心身の
発達を図ることを目的とする児童福祉施設であるこ
とから（厚生労働省，2020b），マスクの乳幼児へ
の影響に関する論文が多かったと考えられた。保護
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者を対象としたインターネット報告では（カラダ
ノート，2022），子どものマスク着用に対し不安と
回答したのは66％で具体的には「表情が読み取れ
ないなど発育への影響」があげられているが，研究
報告としては見当たらなかった。保護者を対象とし
た研究が課題といえよう。
　地域は，全国2件，一部の地域3件であったため，
わが国全般の結果ではないが，調査時期は2020年
5月～ 2021年3月で，いずれも度重なる緊急事態宣
言発令の中，ワクチン接種も開始される以前であっ
たことから，先が見えず新型コロナウイルスへの不
安が高かったことが結果に影響していると考えられ
た。
２．マスクの影響

1）実態
　9割以上の保育者が通常のマスクを着用し，「口
元が見えるマスクやマウスシールド」が0.2％と低
率であった。4～ 6割が必要に応じてマスク等をは
ずしていた。保育現場のマスク着用についてはガイ
ドブックにも着用が推奨されている（全国保育園保
健師看護師連絡会，2021）。
　一方，日本小児科学会（2021）では，マスクな
どの着用で，表情が見えにくくなることによる弊害
も懸念されることを報告している。また，厚生労働
省（2022c）は，保育士がマスクを着用するに当たっ
て注意すべき点について，感染防止対策は重要であ
るが，表情によるコミュニケーションの重要性を指
摘する声もあると述べている。さらに，日本小児感
染症学会（2022）は，表情によるコミュニケーショ
ンもとても大切である，様々な保育の場面では，マ
スク着用が困難場合や，口元も含めた表情を見せる
ことが望ましい場合もある，と述べている。
　これらのことからも，指針を守りつつ，保育者が
口の動きや表情を見せることに留意していたと考え
られた。
2）影響
　愛着形成，コミュニケーション・共感性の発達，
咀嚼力の発達，言語発達への影響が示唆された。そ
の理由として，保育者のマスク着用は表情がわかり
にくく，表情や口元がマスクで隠れているため，子

どもとのコミュニケーションに困難をきたしていた
こと，また，表情を見て，読み取る力が乏しくなる
ことがあげられた。また，口の形や動きを見せるこ
とができないため，咀嚼能力の発達を促すことが困
難となることや，言語発達への影響があげられてい
た。
　さらに，マスクの着用は表情認知を難しくし，聴
覚的に知覚する音声と視覚的に知覚する口唇部の運
動・形態との認知的統合を阻害するのではないかと
いう懸念が指摘されていた。特に，乳児院では感染
予防が徹底されていることから，影響が大きいこと
が考えられた。
　乳児は，相手の表情が豊かに動くのを目にする社
会的環境の中で，相手の顔を認識したり，その人の
感情を理解したりする能力を発達させていくため，
誰かが話している場面では，目だけでなく，声が発
せられる口の動きにも注意を向ける。そして，視覚
と聴覚の情報を結び付け，自分でも真似してみるこ
とによって言語を獲得していく。しかしマスクの着
用が日常となった今，目の前の他者の表情は覆い隠
され，乳児は学びの機会を急激に減らしている。「マ
スクをしていても目でコミュニケーションはできる
から大丈夫」と考えてしまうのはすでに完成した脳
を持つ大人目線の解釈でしかないと危機感を報告し
ている（明和，2021b）。
　一方で，乳幼児発達の多くの専門家がメディア等
で懸念を表明しているものの，発達科学的な実証知
見として確認されているとは言えない乳幼児期の子
どもの発達に与える影響については継続調査が必要
と考えられていた。
　国外の報告では，イタリアで3歳から5歳，6歳
から8歳，18歳から30歳を比較したところ，顔を
遮るマスクは，すべての年齢の人々が顔の特徴に
よって表現される感情を推測する能力を制限するが，
マスクの使用に関連する困難は，3～ 5歳の小児に
おいて顕著であることが報告されていた。そして，
マスクの使用の真の影響を評価するために幼児の将
来の社会的能力を監視する必要があると述べていた
（Gori et al., 2021）。
　さらに，感染症予防のための公衆の面前でのフェ
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イスマスク着用が小児および青年の心理社会的発
達に及ぼす影響に関する系統的レビュー文献では
（Freiber, et al., 2021），13文献を検討したところ小
児および青年の異なる発達領域に対するマスク着用
の影響に関する証拠はほとんど得られなかった。心
理的発達，言語発達，感情発達，社会的行動，学校
の成果，および参加に関する研究データが不足して
いたため，さらなる定性的研究と疫学的研究が必要
と述べていた。
　以上のことから，影響についてはいまだエビデン
スは得られていないものの，日本はマスク生活が長
引いていることから，考えうる影響を予防すること
は重要である。
3．対応

　影響をふまえた対応として以下の4点があげられ
た。
1） 身体接触：できるだけ，できる範囲において，
他者との身体接触を経験できる時空間を子ども
たちに提供していく。

2） 感情のやりとりの工夫：声に抑揚をつけたり，
リアクションをオーバーにとったりする。

3） 透明素材のマスク：子どもたちに対面する場面
では透明素材のマスクをできるだけ着用する。
アクリル板やフェイスマスクを活用し，保育士
の表情を見せる。

4） 家庭内での表情豊かなコミュニケーション：家
庭内でも子どもたちに表情を見せるコミュニ
ケーションの機会を意識的，積極的に増やすこ
とも有効である。

　麻生（2022）は親と子の身体接触の効果につい
て，子どもに対する身体接触は，ストレスの調整や
情動調性および睡眠と覚醒の調整，持続的探索の促
進，体重増加など様々な側面で有効性が報告されて
いること，親子の身体接触を介する相互作用は，子
どもの愛着形成を促進すると述べていた。このため，
身体接触を促すことは，コミュニケーションの機会
につながると考えられた。
　また，透明素材のマスクなどについては， 表情が
見えることにより感情のやり取りや，母子間の双方
向性の細やかで濃密な交流につながることがあげら

れた。表情豊かなコミュニケーションの効果につい
ては，明和（2021a）が述べるように，大脳皮質に
ある視覚野や聴覚野は，比較的早期に成熟する脳部
位であり，特に，感受期である生後数か月ごろから，
環境の影響を受けて変化し，就学を迎えるころまで
に成熟することが背景として考えられた。
４．看護への提言

　以上の結果，考察をふまえ，看護職で可能な支援
にどのように生かせるかについて述べる。1）親の
マスク着用による乳幼児への影響に対する認識を把
握し，最新の正しい情報提供により心配事を軽減す
ること，2）看護者が親に，出産における退院指導，
母児の健康診査時，具体的対応策を説明し，日常生
活や絵本の読み聞かせの時，リアクション（表情や
反応）をオーバーにすること，親は表情豊かに子ど
もと会話する機会を意識的，積極的に増やすこと，
手に入るようであれば口の動きや口元の表情が見え
る透明素材のマスクの使用を勧める。また，長引く
マスク着用による乳幼児への影響と対応に関する臨
床現場の看護職や地域母子保健を担う看護職，保育
者への情報提供と啓発，などが考えられた。

Ⅵ．研究の限界と今後の課題
　感染状況や政府の方針が変化しているため，感染
拡大時期の国内文献に限っていることが研究の限界
である。今後は，マスクの影響に関する研究の継続
的な検討，乳幼児を育児中の親のマスクの影響の認
識に関する実態調査，啓発の効果検証，看護職への
啓発効果検証などが課題である。

Ⅶ．結論
　新型コロナウイルス感染症流行下における保護者
や保育者のマスク着用による乳幼児への影響と対応
について明らかにすることを目的とした。医中誌
WEB版，CiNii，ハンドサーチにより会議録を除
く新型コロナウイルス感染症，マスク，発達をキー
ワードとし，2020年から2022年に発表された文献
を検索した。国内10文献を対象に文献検討を行っ
た。その結果，以下のことが明らかになった。
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１．研究動向

　調査研究論文の対象者は5件とも保育者であった。
親を対象とした認識の実態把握の必要性が示唆され
た。
2．マスクの影響

　マスク着用の実態への影響，愛着形成への影響，
コミュニケーション・共感性の発達への影響，咀嚼
力の発達への影響，言語発達への影響の可能性が考
えられた。
3．対応

　影響に関するエビデンスについて明らかではない
ため，継続した研究が必要であった。
具体的な対応は，身体接触，感情のやりとりの工夫，
透明素材のマスク，家庭内での表情豊かなコミュニ
ケーションがあげられた。

利益相反
　本研究による利益相反は存在しない。
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